
事
業
者
に
対
し
て
、
市
が
一

部
を
助
成
す
る
。
第
一
期
整

備
地
域
に
係
る
事
業
費
と
し

て
、
限
度
額
８
億
５
７
０
０

万
円
を
設
定
し
た
。

　
老
朽
化
に
伴
い
平
成
29
年

６
月
か
ら
使
用
禁
止
と
し
て

い
る
丸
岡
公
園
の
木
製
遊
具

に
つ
い
て
、
既
存
遊
具
を
改

修
し
て
施
設
の
機
能
を
向
上

さ
せ
、
利
用
促
進
を
図
る
。

　
観
光
や
移
住
定
住
、
防

災
、
経
済
政
策
等
で
優
先
度

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
地
域

に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
民

設
民
営
に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ

網
の
整
備
を
す
る
電
気
通
信

委員会レポート
各常任委員会に付託
された案件について、
審査した内容と結果
を掲載しています。

◎松元　深　　　○宮内　博　　　山田　龍治　　久保　史睦　　川窪　幸治　　

　阿多　己清　　　前島　広紀　　新橋　実　　　下深迫孝二総務環境常任委員会 ◎委員長　 ○副委員長

◎木野田誠　　　○新橋　実　　　　山田　龍治　　　久保　史睦　　　宮田　竜二

　鈴木てるみ　　　平原　志保　　　仮屋　国治　　　松元　深　　　　池田　綱雄

　蔵原　勇　　　　宮内　博
予算常任委員会

◎委員長　 ○副委員長

平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

総
額
５
６
９
億
６
７
５
３
万
４
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　第
１
号

第
2
号

12
億
１
２
４
１
万
７
千
円
を
追
加

交
通
災
害
共
済
事
業
に
つ
い

て　
特
別
会
計
で
あ
る
交
通
災

害
共
済
事
業
は
、
年
間
一
人

５
０
０
円
の
掛
金
を
原
資
と

し
て
、
交
通
事
故
に
よ
る
死

亡
等
に
対
す
る
見
舞
金
給
付

制
度
で
あ
る
。
な
お
、
小
中

学
生
や
75
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、掛
金
を
免
除
し
て
い
る
。

近
年
は
免
除
者
の
増
加
や
掛

金
を
納
め
る
一
般
加
入
者
の

減
少
で
、
さ
ら
に
は
見
舞
金

の
増
加
等
で
、
支
出
額
が
収

入
額
を
超
え
て
い
る
状
態
が

続
い
て
い
る
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
等
で
財
源
不
足

を
補
っ
て
い
る
が
、
共
済
制

度
の
相
互
扶
助
の
原
則
で

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
は
抑
制
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
現
在
制
度
の
廃
止
も

含
め
て
、
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
と
の
説
明
。

問
　
掛
金
を
払
っ
て
い
る

方
々
の
費
用
だ
け
で
、
免
除

者
の
給
付
も
行
っ
て
い
る
現

状
を
ど
う
思
う
か
。
ま
た
、

今
後
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
一
般
加
入
者
の
掛
金
の

み
で
、
こ
の
制
度
を
賄
う
の

は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
制

度
と
し
て
は
、
任
意
加
入
で

あ
り
、
掛
金
免
除
は
ど
う
か

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
75

歳
以
上
の
免
除
の
見
直
し
、

小
中
学
生
も
含
め
た
す
べ
て

の
免
除
者
の
見
直
し
な
ど
を

含
め
、
制
度
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
県
内
の
実
施
状
況
は
、

ど
う
か
。

答
　
旧
町
村
会
の
制
度
に
加

入
し
て
い
る
の
が
、
34
自
治

体
で
、
独
自
実
施
は
、
本
市

の
ほ
か
、
阿
久
根
市
、
出
水

市
、
垂
水
市
な
ど
７
市
で
あ

る
。
鹿
児
島
市
、
枕
崎
市
は

廃
止
し
て
い
る
。

問
　
現
状
の
ま
ま
こ
の
制
度

を
存
続
す
る
に
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
れ
な
し
で
は

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
赤
字
部
分
の
財
源
確
保

に
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
以
外
に
は
な
い
と
考
え

る
。

委
員
会
と
し
て
の
ま
と
め

　
高
齢
者
や
小
中
学
生
の
保

険
料
は
免
除
で
、
補
償
だ
け

行
う
の
は
、
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
が
な
い
限
り
、
事

業
的
に
無
理
が
あ
り
財
源
の

こ
と
を
考
え
る
と
免
除
制
度

の
廃
止
の
方
向
で
進
め
る
べ

き
。
さ
ら
に
今
後
の
経
過
を

み
な
が
ら
、
需
要
が
な
い
場

合
は
事
業
の
廃
止
も
や
む
を

得
な
い
。
な
お
、
現
在
の
免

除
者
分
の
新
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
軽
減
措
置
も
一
考
し

て
ほ
し
い
。

人
権
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
人
権
条
例
を
県
内
で
制
定

し
て
い
る
の
は
、さ
つ
ま
町
、

伊
佐
市
及
び
湧
水
町
の
３
市

町
で
あ
る
。
ま
た
、
人
権
教

育
・
啓
発
基
本
計
画
は
、
県

内
で
36
市
町
が
策
定
し
て
い

る
。
県
内
19
市
を
対
象
に
、

人
権
条
例
制
定
に
関
す
る
調

査
で
は
、
17
市
が
制
定
の
予

定
が
な
い
と
の
回
答
で
、
う

ち
13
市
が
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
人
権
啓
発
の
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
主
な
理

由
で
あ
っ
た
。
本
市
と
し
て

は
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法

第
６
条
に
基
づ
く
国
の
部
落

差
別
の
実
態
調
査
の
動
き
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

や
県
内
の
動
向
等
を
踏
ま

え
、
同
和
問
題
を
含
め
た
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
総
合

的
な
視
点
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
の
説
明
。

問
　
本
市
は
条
例
制
定
に
つ

い
て
、
検
討
中
と
し
て
い
る

が
ど
う
い
う
考
え
か
。

答
　
議
会
や
関
係
団
体
等
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

ま
で
も
検
討
し
て
き
た
。
平

成
28
年
に
関
係
法
律
が
制
定

◉今回は、付託案件がなかったため、今定例会中
（一部定例会前を含む。）に実施した所管事務調
査について報告します。

　調査内容 １　霧島市交通災害共済事業について
 ２　人権条例の制定について

さ
れ
た
の
で
、
国
の
実
態
調

査
な
ど
を
踏
ま
え
上
で
、
条

例
制
定
に
向
け
認
識
を
新
た

に
し
た
。

問
　
部
落
解
放
同
盟
の
方
々

と
意
見
交
換
を
し
て
い
る
と

思
う
が
、
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
回
答
を
し

て
い
る
の
か
。

答
　
部
落
差
別
に
特
化
し
た

内
容
の
条
例
は
、
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
話
し
た
。

委
員
会
と
し
て
の
ま
と
め

　
差
別
等
を
少
し
で
も
減
ら

す
た
め
に
、
条
例
化
を
急
ぐ

べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た

が
、
制
定
に
向
け
て
委
員
会

で
判
断
す
る
の
は
尚
早
で
あ

る
と
の
意
見
が
多
数
だ
っ

た
。
行
政
も
条
例
化
に
は
前

向
き
な
気
持
ち
は
確
認
で
き

た
。
国
や
各
自
治
体
の
動
き

等
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
委
員

会
と
し
て
も
、
引
き
続
き
調

査
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

　今
回
の
補
正
予
算
は
、
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
に
か
か

る
経
費
や
周
遊
観
光
バ
ス
の
実
証
運
行
に
か
か
る
経
費
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
く
決
算
剰
余
金
の
積
立
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

霧島市光ブロードバンド整備計画対象地域

①第１期（2018～20年度）整備地域
②第２期（2019～21年度）整備地域
③第３期（2020～21年度）整備地域

国分
（対象外）

隼人
（対象外）

十三塚原
（対象外）

溝辺
（対象外）

③牧之原

③
福
山

③上之段

③松ヶ野

②山ヶ野 ②万膳

②嘉例川
②安楽

①横川
①牧園

①霧島

①丸尾

霧島市光ブロードバンド整備事業
未整備地域に光ファイバ網が整備されます

Pick
up

　
平
成
29
年
度
介
護
給
付
費
等
の
精
算
に
伴
う
、
国
、
県
等

へ
の
償
還
及
び
一
般
会
計
へ
の
繰
出
並
び
に
介
護
給
付
費
準

備
基
金
へ
の
積
立
経
費
を
追
加
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
２
９
９
万
９
千
円
を
追
加
計
上

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１
１

億
９
１
０
万
１
千
円
と
し
た
。

現
地
調
査 

❶

公
園
改
修
事
業

　
　
　
　
９
０
０
万
円

　
２
級
河
川
石
坂
川
に
架
か

る
市
道
宿
窪
田
線
の
踊
橋

は
、
床
板
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
剥
離
及
び
鉄
筋
の
露
出
が

著
し
く
、
平
成
29
年
度
か
ら

補
修
を
行
っ
て
い
る
が
、
新

た
に
損
傷
が
判
明
し
た
た

め
、
補
修
を
行
い
、
橋
梁
の

長
寿
命
化
を
図
る
。

現
地
調
査 

❷

橋
梁
長
寿
命
化

　
　
　
　
　
修
繕
事
業

　
　
　
１
７
５
６
万
円

　
平
成
29
年
度
に
施
工
し
た

台
明
寺
渓
谷
公
園
の
護
岸
工

事
復
旧
工
事
箇
所
上
流
部

で
、
新
た
に
洗
掘
箇
所
が
発

見
さ
れ
た
た
め
、
復
旧
工
事

を
行
い
、
機
能
回
復
を
図

る
。

現
地
調
査 

❸

市
内
各
種
観
光
施
設

　
維
持
管
理
総
務
事
業

　
　
　
１
０
０
０
万
円

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
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